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令和２年度第３回福島県原子力発電所安全確保技術検討会 

状況確認結果報告書 

 

１ 日時 

令和２年９月４日（金）９：３０～１２：２０ 

 

２ 場所 

東京電力ホールディングス株式会社 福島第二原子力発電所 

 

３ 出席者 

（１）専門委員 

岡嶋委員、小山委員、宍戸委員、柴﨑委員、髙橋靖委員、長谷川委員 

（２）市町村 

いわき市、田村市、南相馬市、楢葉町、富岡町、双葉町、浪江町 

（３）福島県 

伊藤原子力安全対策課長 

（４）事務局 

水野主任主査、岡本技師 

（５）東京電力ホールディングス(株) 

三嶋福島第二原子力発電所所長 

新保広報部部長 

石川廃止措置準備グループマネージャー 

上野防災・放射線安全部環境グループマネージャー 

大平放射線・化学管理グループチームリーダ 

 

４ 状況確認の目的 

福島第二原子力発電所の廃止措置実施に係る事前了解の判断を行うにあた

り、廃止措置の第１段階で実施される作業に関係する施設・設備の状況を確

認する。 

 

５ 状況確認項目 

（１）解体撤去する設備の現地確認  

（２）汚染状況を調査する対象設備の現地確認 

（３）固体廃棄物を貯蔵する施設の現地確認 

（４）使用済核燃料の保管状況の現地確認 

 

６ 調査内容 

本技術検討会においては新型コロナ対策の一環として現場での３密を避

けるため二班に分かれて状況確認を実施した。また、一部の施設について
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は、施設内に立ち入らず車中から外観のみの確認とした。視察ルートは下

表とおり。 

 

１班：専門委員、福島県 ２班：市町村 

① 固体廃棄物貯蔵庫（車中より） 

↓ 

② ３号機 主変圧器 

↓ 

③ ４号機 原子炉建屋 

・６階 燃料プール 

・２階 原子炉格納容器内 

① ３号機 主変圧器 

↓ 

② ４号機 原子炉建屋 

・６階 燃料プール 

・２階 原子炉格納容器内 

↓ 

③ 固体廃棄物貯蔵庫（車中より） 

 

 

７ 現場調査結果 

（１）質疑応答 

現場確認後の質疑応答の内容は、議事録（添付１）のとおり。 

なお、説明にあたっては現場確認の補足説明資料（添付２）が配付さ

れた。 

（２）現場確認状況 

現場確認状況（添付３）のとおり。 

 

８ まとめ 

 今回は廃止措置の第１段階で撤去される主変圧器、使用済燃料等の管理状況

を確認した。現在廃止措置計画書については審査中であるが、廃止措置におい

ては汚染状況調査、除染等が進められるため、周辺に対する放射性物質の飛

散、流出といったことを絶対に起こさないことが重要であり、そのためには放

射性物質の管理を徹底する必要がある。今後の技術検討会において意見の取り

まとめを進めていく中で、疑問点等があれば改めて東京電力に説明を求めて行

く。 

 

以上 
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令和２年度第３回福島県原子力発電所安全確保技術検討会 

議事録 

○ 事務局(福島県原子力安全対策課) 

おはようございます。只今より令和２年度第３回福島県原子力発電所安全確保技術検討 

回を開催致します。開会にあたりまして検討会議長の原子力安全対策課長伊藤より挨拶を 

申し上げます。 

 

○ 議長(福島県原子力安全対策課 伊藤課長) 

皆さんおはようございます。専門委員の皆様、市町村の皆様には昨日のＪＡＥＡ分析第２

棟に続きまして本日は福島第二原子力発電所の現場確認ということで、引き続き宜しくお

願い申し上げます。福島第二の受入に際して、新型コロナウイルスの感染が拡大している中

で、いろいろと対応いただきまして本当にありがとうございます。福島第二廃止措置計画に

つきましては、５月に事前了解願いが提出され、７月に廃炉安全監視協議会でその内容につ

いて説明いただいたところです。その際に色々と質問等が出されておりますけれども、本日

はこの廃炉作業に関する施設や設備の状況を実際に現地で確認させていただくということ

になります。廃止措置はこれから長い期間に渡って実施されることになりますが、その期間

安全が十分確保された上で実施され、地域の住民の皆様が安全、安心を感じられるように

我々もしっかりと確認して参りたいと考えておりますので宜しくお願いします。 

 

○ 事務局(福島県原子力安全対策課) 

本日の出席者についてご紹介させていただきます。出席者については、配付しておりま 

す名簿による紹介に代えさせていただきます。 

続きまして、東京電力の出席者の紹介をお願いします。 

 

○ 東京電力(行政広報グループ 今氏マネージャー) 

出席者の紹介をさせていただきます。まず中央ですが、当発電所所長の三嶋になります。

向かって左側が、当社広報部長の新保になります。次に廃止措置準備Ｇｒの石川マネージャ

ーになります。当発電所からは以上です。質疑応答の際には数名増えますが、後ほど紹介し

ます。 

 

○ 事務局(福島県原子力安全対策課) 

次に本日のスケジュールについて御説明致します。お配りした資料の中にスケジュール
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がありますので御覧下さい。本日はこの後、早速現場を確認させていただきますが、２班に

分けて現場を周ります。１班の方が、固体廃棄物貯蔵庫、３号機の主変圧器、その後、４号

機の原子炉建屋に行きまして、６階の燃料プールと２階の原子炉格納容器内のペデスタル

の順で回っていただく予定になっております。班割につきましては、配付させていただいた

名簿にあります氏名の右側に班番号を記載しております。また、現場で御質問いただいて結

構ですが、班が分かれて現場を周っていることもあり、できれば情報共有のため、この部屋

に戻ってきてから、質疑応答の時間を用意させていただきますので、そちらの方で質問をし

ていただければと思います。 

それでは早速現場の確認の方をお願いしたいと思います。東京電力より現場での注意事

項等の説明をお願いします。 

 

○ 東京電力(行政広報グループ 今氏マネージャー) 

まず注意事項です。装備についてですが、バスに乗っている時は不要ですが、主変圧器等

に行くときには、ヘルメット、保護眼鏡の着用をお願いします。バスの乗車の時はシートベ

ルトを着用してください。階段の昇降時は必ず手摺りに掴まってください。体調が悪くなっ

た時は、当社社員にお申し出ください。その際は、現地調査を中断し、救護を優先させてい

ただきます。不明な点がありましたら、同行しております、社員にお申し出ください。水分、

塩分の補給を忘れずにお願いします。簡単ですが以上です。 

 

【現場確認後の質疑応答】 

○ 議長(福島県原子力安全対策課 伊藤課長) 

それでは、質疑応答を行いたいと思います。 

東京電力の方から現場であった質問を紹介していただければと思います。 

 

○ 東京電力(行政広報グループ 今氏マネージャー) 

２班では特にございませんでしたので、１班の方を紹介致します。 

主変圧器について、他号機にもあるのか、基礎も撤去するのか、絶縁油は定期的に交換す

るのか、一般の火力発電所に設置されているものと違いはあるのか、ノウハウはあるのかと

いう質問がありました。 

原子炉建屋６階では、１Ｆの様に別の建物を建設するのか、原子炉内に燃料は入っていな

いのかという質問がありました。 
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○ 議長(福島県原子力安全対策課 伊藤課長) 

ありがとうございます。現場で回答いただいておりますが、情報共有のため、ここで改

めて回答をお願いできますか。 

 

○ 東京電力(福島第二原子力発電所 三嶋所長) 

私三嶋から技術的なところをお答え致します。主変圧器についてですが、発電機に対して

１つとしているため、各プラントに１台ずつ設置しております。１２００ＭＶＡということ

で、日本でもかなり大きな容量に分類される大型の変圧器になります。 

基礎の部分についてですが、汚染していない地下の基礎は、廃止措置の解体対象物ではあ

りませんが、撤去も視野に入れ適切な処置を検討してまいります(編注：基礎も撤去すると

いう趣旨の説明を当日されたが、後日回答を修正した)。変圧器なので絶縁油が万一漏れた

ときにも、土中に浸透させないようにするために、基礎の下に防災タンクが埋め込まれてお

り、そういったものの撤去も検討を進めてまいります。 

それから絶縁油は定期的に交換致しません。基本的に事故等の兆候がない限りは、性能を

しっかり保つということが設計上担保されており、そのかわり異常なコロナ放電等、絶縁破

壊の兆候がないかを調べるために年２回絶縁油を採取して、分析を行っています。今のとこ

ろ福島第二の主変圧器では異常は発見されておりません。 

一般火力と同様かという点について、容量は単基で１２００ＭＶＡとなっており、これほ

ど大きな変圧器は火力ではもっておりません。火力はいくつかの変圧器を組み合わせてお

ります。また、特徴として三相一括型、これは三つの相を一つの箱の中に納めたもので、つ

まりコイルを一つの箱の中に納め、コンパクトにし、狭いところに設置できるような設計を

しています。大型の変圧器をもった発電所では特徴的な変圧器といえます。 

ノウハウはあるかという点ですが、三相一括型の設計の変圧器は珍しくはありません。柏

崎刈羽原発４号機の送電線の鉄塔に雷が落ち、大サージが送電線を伝って入って来たこと

により共振現象を起こして、絶縁用の変圧器が破壊されるという事象がありました。そのた

め、大サージが入って来たときに、異常な共振を起こさせないため、まずは工場にて送電鉄

塔の解析を実施して、どんなサージが発生するかを調べ、固有値が共振値と外れているかを

試験します。さらに耐震性を上げております。一般的には０.５Ｇぐらいが変圧器に対して

求められる耐震性になりますが、原子力発電所では、１Ｇないし１.２Ｇ、さらに新設計の

ものは１.５Ｇを目指すという動きがあります。２Ｆについては、新設計ではないので、基

礎等を強化して１.２Ｇに耐えられるよう改良を行っています。 
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○ 東京電力(広報部 新保部長) 

続いて、燃料についてお答えします。１～４号機の燃料は全てプールに移動しております。

乾式キャスクに入れるかどうかについては今後詳細を詰めてまいります。乾式キャスクに

ついては１Ｆや他電力さんにおいて、様々な設計を採用しておりますが、２Ｆについては今

後、設計を進めることになっております。以上です。 

 

○ 議長(福島県原子力安全対策課 伊藤課長) 

ありがとうございます。その他に御質問等ありますでしょうか。 

小山専門委員お願いします。 

 

○ 小山専門委員 

本日現場で確認した箇所ではありませんが、資料にランドリー設備で発生した放射性液 

体・固体廃棄物の処理の概要がありますが、放射性液体廃棄物・固体廃棄物を管理する設

備・施設は最後まで残るのでしょうか。設備・施設の管理の方針を教えてください。 

 

○ 東京電力(放射線・化学管理グループ 大平チームリーダ) 

ランドリーでの廃液の処理に関してお答えします。ランドリー設備の他の系統でも廃液

が発生しています。今回申請している廃止措置計画に示している第一段階である解体工事

準備期間、約１０年間においては、廃液が発生します。次の第二段階である原子炉本体周辺

設備等解体撤去期間、約１２年間においても、廃液が発生します。第三段階である原子炉本

体等解体撤去期間、約１１年間においても、廃液が発生します。最後の第４段階、建屋等の

解体撤去期間、この段階では廃液は発生しないと考えています。 

 

○ 小山専門委員 

最後の段階に入るまで、放射性液体廃棄物・固体廃棄物を管理する設備・施設は、なんら

かの形で維持しないといけないということで理解しました。ありがとうございました。 

 

○ 長谷川専門委員 

資料１ページ目、低レベル放射性廃棄物Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３と示されておりますが、この 

定義について教えてください。 
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○ 東京電力(環境グループ 上野マネージャー) 

環境グループの上野でございます。定義については、法律で核種毎に Bq/tという形で示

されております。それぞれ濃度上限値が示されているので、それに従っております。 

 

○ 長谷川専門委員 

使用済燃料以外は、低レベルに分類するということが法律に記載されているのでしょう

か。 

 

○ 東京電力(環境グループ 上野マネージャー) 

高レベル、低レベルというのは一般的な呼び方でありまして、使用済燃料を再処理した際

に発生する高レベル廃液のことが高レベル放射性廃棄物と呼ばれております。 

 

○ 長谷川専門委員 

燃料プールの耐震性は再確認しているのでしょうか。 

 

○ 東京電力(廃止措置準備グループ 石川マネージャー) 

２Ｆは新規制基準の適用プラントではないのですが。現況を踏まえて、９００galの地震

動で燃料プール躯体等の評価を実施しており、問題がないことを確認しております。 

 

○ 長谷川専門委員 

資料５ページにドラム缶の保管量が記載されておりますが、今後発生する廃棄物は六ヶ

所村の施設に運ばれるのでしょうか。運転中に発生した廃棄物は、六ヶ所村に運搬されてい

たと思うのですが、廃炉期間中も同様に六ヶ所村に運搬されるのでしょうか。 

 

○ 東京電力(環境グループ 上野マネージャー) 

環境グループの上野でございます。廃炉にともない発生する廃棄物は処分場がまだきま

っておりません。これらを六ヶ所村に運搬するかどうかというのも、まだ決まっていない状

況です。電力会社共通の課題として、処分場を確保できるように関係者と調整を努めてまい

ります。 

 

○ 柴﨑専門委員 

現地で津波に関する説明がありました。１号機の方から襲来した、ここまで津波が来た
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等々の紹介がありました。これからの廃炉期間での津波対策はどのようになっていますで

しょうか。 

 

○ 東京電力(廃止措置準備グループ 石川マネージャー) 

津波については、様々な対策を行っております。防潮堤等を設置するとともに、高台にガ

スタービン発電機車、電源車等のモバイル設備を備えております。従って、津波が来た場合

でもモバイル設備を使って、電源確保、注水といったことができると考えております。 

 

○ 東京電力(福島第二原子力発電所 三嶋所長) 

補足させていただきます。２Ｆ津波対策については、新規制基準適用プラントではないと

説明しましたが、旧保安院があった時に、緊急安全対策という形で防潮堤やモバイル設備と

いった津波対策を実施しています。１４ｍ～１５ｍの津波へ耐性を持たせるということで

検討を進めてまいりました。発生の可能性が指摘されているアウターライズ地震にともな

う津波、千島海溝沖を震源とする地震にともなう津波に対しては、今の対策で対応できると

評価しております。 

一方、もっと大きなケースとして、これは検討用津波と称していますが、２４ｍの津波が

来た場合はどうするかということで評価を行っています。検討用津波に対して建物は耐え

ますが、浸水範囲が非常に広くなるため、４０ｍ高台のところに、ガスタービン発電機車、

電源車、消防車等、機動的な対応できる設備を配備させておいて、津波が引いたあとに、重

機等でガレキ等を撤去させて、高台に配備させておいた設備をプラントのほう移動させて

行き、消防車による注水、電源車を電源盤への接続することによるポンプを稼働等の活動を

行っていきます。そういったことにより、一時的には冷却は停止してしまいますが、１８０

時間冷却が停止したとしても保安規定に定める６５℃には到達しないという評価をしてお

ります。そのため、約１週間以内に対応すれば安全に復旧ができます。非常に大きな津波が

来たとしても、４０ｍ高台にある設備を守るということに注力をして、その後機動的対応に

より、プラントの復旧活動にあたることとしています。 

 

○ 柴﨑専門委員 

もう一点は、２Ｆにもサブドレンがあるという話を伺ったのですが、それらは今も運用し

ているでしょうか。また、運用している場合はいつまで運用するのか、また、どれぐらいの

量を排水しているかを教えてください。 
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○ 東京電力(広報部 新保部長) 

確認して、回答致します。 

※ ２Ｆ 2019年度 サブドレン年間排水量： 251,567 (ｍ３/年)(編注：後日回答された。) 

 

○ 東京電力(福島第二原子力発電所 三嶋所長) 

私の知っている範囲で申し上げると、サブドレンは現在も運用されています。地下水によ

り建屋が浮き上がらないようにするというのが、本来のサブドレンの目的なので、今後も運

用するのだろうと考えています。但し、サブドレンは冗長性を持たせておりますので、１台

２台くみ上げポンプが故障したとしても、全く機能に影響を与えるものではありません。排

水量は今手元にありませんが、１Ｆと比べれば少ないけれど、ある程度の量は、排水してい

るという認識です。 

 

○ 岡嶋専門委員 

入構の際に職員に対して検温していると説明がありましたが、協力会社の方を含めて、入

構者全員を対象に実施しているのでしょうか。 

 

○ 東京電力(広報部 新保部長) 

入構している者すべてを対象にしています。東京電力社員、協力企業さんの社員含め全員

を対象にしています。 

 

○ 岡嶋専門委員 

配付資料５ページの固体廃棄物貯蔵庫のところで、定期的にドラム缶の腐食状況を巡視

により確認していると記載があります。現在で最大保管量３２０００本に対し、２２０００

本程保管しているとのことなので、巡視で確認するとなると、奥の隅の方について確認は十

分にできるのでしょうか。どのように対応しているのかを教えて下さい。 

また、最大保管量の３２,０００本にはいつ頃ぐらいに到達してしまうのでしょうか。 

 

○ 東京電力(環境グループ 上野マネージャー) 

現状では目視で確認をしております。保管期間が長いものでは、３０年を超えるドラム缶

も保管しているため、今後全数点検することを考えています。これはドラム缶の底面を含め

て、５年以上の周期で、長期間かけて健全性を確認する予定にしております。 

次に貯蔵量についてですが、現在の保管量は、約２２０００本となっており、これら運転
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中に発生した廃棄物は、構外へ移送できるよう関係者と調整しているところです。固体廃棄

物貯蔵庫の最大貯蔵量を超えないよう、運転中の廃棄物を搬出し、廃止措置で発生する廃棄

物は固体廃棄物貯蔵庫で保管できるように、関係者との調整に努めてまいります 

(編注：運転中に発生した廃棄物は、将来的に青森県の六ヶ所村の埋設処分場に搬出した

い趣旨の説明が当日あったが、後日回答が修正された。) 

 

○ 岡嶋専門委員 

設備の保守管理についてですが、主変圧器を例にすると、これまで絶縁油の定期的な分析

等をされてきたと説明がありましたが、今後廃止措置段階において、これらの使用しなくな

った設備の保守管理は続けられるでしょうか。これまでの保守管理とこれからの保守管理

で違ってくることがあれば教えていただきたいです。 

 

○ 東京電力(福島第二原子力発電所 三嶋所長) 

主変圧器については、すでに全く通電をしていない状況なので無用の長物になっていま

す。絶縁油も入っているので、火災リスクがあるため、早期に撤去する必要があると考えて

います。そのため、最初に解体する設備の候補として、主変圧器をあげています。今後の保

守管理としては、タンクが劣化していないか外観を確認するというのを続けて行きます。ま

たなるべく早い時期に解体する又は先に絶縁油を抜いてしまうということを実施していき

たいと考えています。火災リスク低減の観点からそういったことを速やかに実施していき

たいと考えています。 

 

○ 高橋靖専門委員 

放射性廃棄物についてはケアされていると思いますが、２Ｆが建てられた年代を考慮す

ると、建材等に含まれたアスベストの問題に配慮する必要があるので、様々な施設、設備の

解体時においては、アスベストへの対策も十分に講じるようお願いします。 

 

○ 東京電力(福島第二原子力発電所 三嶋所長) 

現在も建物へのボーリング、コンクリートの調査のためのサンプル採取等を実施してい

ますが、福島県の振興局と連携をしてアスベスト対策を講じているところです。 

今まではわずかなエリアが対象でしたが、今後は対象が広範囲になるため、県などのご指

導を賜りながら、しっかりと安全に進めて行きたいと考えています。 
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○ 議長(福島県原子力安全対策課 伊藤課長) 

質疑は以上としまして、最後に私から一言述べさせていただきます。 

今回の状況確認では、廃止措置の第１段階で撤去される主変圧器、使用済燃料等の管理状

況を見させてもらいました。現在廃止措置計画書については審査中ですが、廃止措置におい

ては汚染状況調査、除染等が進められるため、周辺に対する放射性物質の飛散、流出といっ

たことを絶対に起こさないことが重要になってくると考えています。そのため、放射性物質

の管理を徹底していただきたいと思います。今後の技術検討会において意見の取りまとめ

を進めてまいりますが、疑問点等があれば改めて説明をお願いすることがあると思います

ので、今後ともよろしくお願いします。本日はどうもありがとうございました。 

 

○ 東京電力(福島第二原子力発電所 三嶋所長) 

改めまして東京電力福島第二原子力発電所所長の三嶋でございます。本日は、大変暑い中、

技術検討会のメンバーの皆様には現場を確認していただき本当にありがとうございました。

当社としては、まだ１万体近い使用済燃料を保管しているということで、これらを安全、安

定的にまず冷却を維持していくことをしっかりとやっていきたいと考えています。また、事

前了解をいただいた後の廃止措置においては、放射性物質の閉じ込めを確実にしながら、地

域の皆様に不安を与えないように管理をして行きたいと思いますので、今後ともご指導を

よろしくお願いします。 

 

○ 事務局 

それではこれをもちまして、福島県原子力安全確保技術検討会を終了させていただきま

す。本日はありがとうございました。 
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